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重量                𝑊𝑊 299 [kg] 
翼面積              𝑆𝑆 2.15 [m2] 
平均空力翼弦 𝑐𝑐̅ 1.19 [m] 
重心位置 
𝑥𝑥𝑐𝑐𝑐𝑐 −0.67 [m] 
𝑧𝑧𝑐𝑐𝑐𝑐 0 [m] 
慣性モーメント       𝐼𝐼𝑦𝑦 733.11 [kgm2] 
着陸速度（一般）   𝑉𝑉𝐻𝐻 86.0 [m/s] 
対応する迎え角    𝛼𝛼𝐻𝐻 5.6 [deg] 
着陸速度（最低）    𝑉𝑉𝐿𝐿 50.3 [m/s] 
対応する迎え角    𝛼𝛼𝐿𝐿 18 [deg] 
表２ 縦系空力微係数 
 
𝐶𝐶𝑥𝑥𝑥𝑥 0.134 𝐶𝐶𝑚𝑚𝑥𝑥 0.0 
𝐶𝐶𝑥𝑥𝑥𝑥 
−0.00739𝛼𝛼 +0.0390 𝐶𝐶𝑚𝑚𝑥𝑥 −1.71 
𝐶𝐶𝑧𝑧𝑥𝑥 0.0 𝐶𝐶𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 −1.31 
𝐶𝐶𝑧𝑧𝑥𝑥 −3.11 𝐶𝐶𝑚𝑚𝑚𝑚 −5.03 




• フレア開始高度   着陸速度 86 m/sの場合 9.09 m 
着陸速度 50 m/sの場合 4.82 m 
• 突風外乱     高度 1 mの時 下向き 5 m/sの突風が 1秒間発生 
• エンジン推力   600 N，800 N，1000 N，1200 N，1400 N，1600 Nの 6段可変 
• エンジン特性   1秒，10秒の遅れ要素 
３－３．シミュレーション結果 
上記条件を用いてシミュレーションを行った結果を図４，５および表３に示す． 
図４，５より，着陸速度 50 m/sかつエンジン時間遅れ 10秒の時では，瞬間的に推力が立ち上
がらなかったため，十分な揚力を得られず 0.6 m/s程の降下率で接地しているが，着陸速度 86 m/s
時では 0.2 m/s程と影響が少ない．また，外乱を受けた場合でも推力の立ち上がりが遅いためエン







図４ 着陸速度 50 m/s時の降下率と高度のフレア制御シミュレーション結果 
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機への搭載，および特性を確認した．使用範囲は 0.2～5 mであり，精度は測定距離に対して 15％
程である． 
今後は，着陸制御技術の実証のため初期段階として，高度センサを搭載した電動ラジコン機で
飛行試験を行い，小型無人超音速機での着陸制御技術を確立する． 
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